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□
編
者

の
旅
行
、
文
部
省
展
覽
會
評
等

の
た
め

本
號
は
發
行
日
を
遲

延
致
候
あ
し
か
ら
ず

□

口
繪
『海
岸
』
は
臺
灣

の
景

に
し
て
、
原
畫

の

大
さ
は
小
判
ワ
ッ
ト

マ
ン
四
ツ
切

に
御
座
候

□『鰍
澤

の
秋
』
は
、
藍
色
が
勝
ち
黄
が
不
足
の

た
め
原
畫

の
面
影
を
失
ひ
候
、
大
さ
は
八
寸

に

一
尺
二
寸
大

に
し
て
十

一
月
中
旬

の
寫
生

に
御

座
候□『温

泉
場
』
は
十
六
切
大

の
ス
ケ
ッ
チ

に
御
座

候
同
し
く
製
版
不
出
來

□
次
號
は
臨
刊
増
刊
に
し
て
、
原
色
版
は
『白
峯

山
麓
』
『落
葉
松
』『柳
』『
西
山
峠
よ
り
見
た
る
朝

の
富
士
』

の
四
枚
に
し
て
、
木
版
及
寫
眞
版

の

小
畫
數

葉
挿
入
致
さ
る
べ
く
候

□
臨
時
號

の
記
事
は

『
白
峰
山
麓

の
秋
』
及
『
悲

鳥
畫

談
』
に
御
座
候

□
臨
時
號
は
本
月

二
十
日
ょ
り
二
十
五
日
迄
の

間

に
發
行
致
す
べ
く
、
定
價

は
普
通
號
と
同
樣

に
て
他

に
郵
税
二
錢
を
要
し
候
前
金

に
拂
込
濟

の
方
は
他
日
御
送
金

の
序
で
よ
ろ
し
く
候

□
十
二
月
號
は
、原
色
版

に
磯
部
忠

一
氏
の
『
初

冬
』
相
田
寅
彦
氏

の
『
靜
物
畫
』
、他

に

一
葉
を
挿

入
す

べ
く
、
記
事

に
は
石
川
氏

の
『
人
は
人
、自

分
は
自
分
』
、鵜
澤
氏

の
『
タ
ー
ナ
ー
の
水
彩
畫

』

大
下
氏
の
『
靜
物
寫

生
の
話
』
『春
鳥
畫
談

』
『
文

部
省
美
術
展
覽
會

の
水
彩
畫

所
感
』
、
シ
シ
ウ
生

の
『
パ
レ
ッ
ト
物
語
』等
掲
載
致
す
べ
く
候

□
來
年
一
月
、
冬
期
休
を
利
用
し
、
短
期
水
彩

畫
講
習
會

の
企
有
之
候
。
時
は

一
月
三
日
よ
り

七
日
迄
五
日
間
、
塲
處

は
駿
河
清
水
若
く
は
靜

岡
附
近
、
講
師
は
大
下
氏
に
候
、
此
地
方
は
冬

に
て
も
暖
か
な
れ
ば
朝
よ
り
寫
生
す
る
に
最
も

よ
ろ
し
く
候
間
、
終
日
郊
外
寫
生
、
雨
天
靜
物

寫
生
、
夜
間

二
時
間
宛
水
彩
畫

講
話
を
試
む
る

筈

に
て
、
五
日
間
に
て
も
十
日
間
の
講
習
と
同

樣
の
効
果
を
収
む
べ
き
筈

に
候
、
規
定
は
臨
時

號
及
十
二
月
號
に
發
表
す
べ
く
候
間
、
奮

つ
て

御
參
會
希
望
致
候
　
　
　
　
　
　
　

□
日
本
水
彩
畫
會
横
濵

支
部

の
第
一

回
展
覽
會

は
十
月
十
六
、
十
七
兩
日
開
會
、
豫
想
外

の
盛

况
に
て
幹
事
は
大
喜
ひ
に
候

□
石
川
欽

一
郎
氏
を
講
師
と
し
て
水
彩
畫

を
研

究
し

つ
ゝ
あ
る
、
臺
灣

総
督
府
中
學
校
寫

生
班

の
第

一
回
展
覽
會

は
、
同
校
圖
畫
教
室
に
於
て

十
月
八
日
九
日
兩
日
開
會

、
出
品
者
は
糸
崎
固

一
、
岩
淵
和
男
、
岩
瀬
義
男
、
馬
塲
勝
次
、
原

口
誠
吾
、
富
永
親
徳
、
戸
田
要
三
、
渡
邊
剛
、

鎌
野
誠
一
、
吉
澤
初
藏
、
加
藤
司
、
續
渉
、
魚

返
哲
、
井
衛
十
郎
、
小
山
暲

、
古
屋
巖
、
黄
葉

収、
蓑
田
不

二
夫
、
鹽
田
哲
夫
諸
氏

に
し
て
點

數
七
十
二
の
多
き
に
達
し
、
盛
會
な
り
し
由

に

候

□
名
古
屋
愛
山
會

に
て
は
、
十
月

二
十

一
日
ょ

り
二
十
三
日
迄
山
岳
に
關
す
る
西
洋
畫

及
日
本

畫
の
展
覽
會
を
催
せ
し
赴

に
候

　
　
　
　
問
に
答
ふ

■
一
　
初
學
者

の
寫
生
は
細
部

に
目
が
つ
い
て

大
體

の
調
子
と
色
彩
を
描
く

こ
と
困
難
な
り
、

其
弊
を
脱
す
る
法
を
知
り
た
し
二
　
應
募

の
文

章
繪
畫

は
會
友
の
作

に
て
も
優
秀
な
る
も
の
に

あ
ら
ざ
れ
ば
掲
載
な
き
や
、
又
は
會
友
な
ら
優

劣

に
よ
ら
ず
賞
與
を
受
く
る
に
や

(
常
陸
聞
度

生
)
◎
一
　
繪
畫

の
基
礎
た
る
墨
繪

か
ら
學
ん

で
ゆ
け
は
早
く
大
體

の
感
じ
を
取
る
こ
と
が
出

來

る
、
墨
繪
で
形

の
研
究
が
出
來

て
濃
淡

の
調

子
か
分
り
、後
ち
に
彩
色
を
す
る
の
で
あ
る
と
、


